










（11） 第５７２号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

ほおずきほおずき通信通信
（JA 女性部通信）（JA 女性部通信）

　えびの市内小学５年生を対象としたお米学習教室で稲
刈りが行われました。

　11月5日、JA女性部のレクリエーショ
ン大会が3年ぶりに行われました。
　瓶倒し・玉入れ・パン食い競争・空き
缶釣りの競技に皆さん元気に参加され、
最後にはえびの音頭と炭坑節を踊りまし
た。
　抽選会では、喜びの声が会場に響いて
いました。

◆お問い合わせ◆　生活資材課 33－5743　生活館 夢工房 35－1810

お米学習教室（稲刈り）

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

作　り　方

①バナメイエビは背ワタを取り除き、殻をむく。ウインナーは斜
めに切り込みを入れる。シメジは石突きを取って手でほぐす。
ホウレンソウは5cm幅に切る。ブロッコリーは茎を切り落とし、
小房に分ける。ジャガイモは皮をむき、小さめの乱切りにする。
モッツァレラチーズは3～5mm幅の薄切りにする。

②鍋にAを入れて軽く混ぜ、中央を空けるようにして、①のモッ
ツァレラチーズ以外の具材と豚ばら薄切り肉を入れる。

③中央にピザ用チーズ、モッツァレラチーズを入れ、粗びき黒こ
しょうを振ったらふたをし、弱めの中火でジャガイモに竹串が
すっと通るまでじっくりと加熱する。

チーズがとろ〜り

洋風ミルクチーズ鍋

バナメイエビ…4～ 6尾
ウインナー…………4本
シメジ………1/2パック
ホウレンソウ……1/3束
ブロッコリー……1/3株
ジャガイモ…………1個
モッツァレラチーズ

…30g

豚ばら薄切り肉…100g
ピザ用チーズ………50g
　牛乳…400ml
　コンソメ（顆粒〈かりゅう〉）

…小さじ2
粗びき黒こしょう…適量

材料（2人分）材料（2人分）

A

フレミズ えびの岳 登山に挑戦

レクリエーション
大会



（12）令和７年12月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
11
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

11
月
14
日
～
16
日
ま
で
の
３
日
間
、

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
西
諸
県
家
畜
市
場
運
営

部
で
、
11
月
期
子
牛
セ
リ
市
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。成
績
は
上
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
解

約
や
値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に
、

飼
養
管
理
に
は
充
分
注
意
し
て
下
さ

い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発
生
し
た

ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ

な
こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者

に
相
談
す
る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場

時
に
必
ず
発
表
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早

期
出
荷
を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図

り
所
得
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌

子
牛
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
品
評
会

に
出
品
し
、
付
加
価
値
の
高
い
優
良
基

牛
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図
り

優
良
雌
子
牛
を
導
入
し
、母
牛
の
増
頭
、

更
新
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
11
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

11
月
10
日
、
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
西
諸
県

家
畜
市
場
運
営
部
で
郡
子
牛
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

え
び
の
地
区
管
内
か
ら
７
頭
が
出
品

さ
れ
、成
績
は
下
表
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

☆
11
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

11
月
６
日
、Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

11
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
成
績
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

下
見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方

は
畜
産
課(

☎
３
３
―
５
７
４
７)

ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
農
情
報

令和７年１１月期子牛セリ市結果

え
び
の
地
区
管
内

今回(令和７年11月) 前回(令和７年10月) 前年(令和６年11月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 86 676,858 89 624,713 52,145 70 482,869 193,989

去勢 92 766,951 83 702,542 64,409 104 553,205 213,746

計 178 723,423 172 662,270 61,153 174 524,909 198,514

令和７年１１月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

壱等賞 ゆ い ６ ９ ４ 横 山 　 大 樹

〃 第２８みりむ 井川原　隆雅

〃 め の 盛 田 　 美 次

弐等賞 さ お り 日 高 　 将 也

〃 る み 中 原 　 安 尋

〃 きりしま５４４ Ｊ Ａ 和 牛
繁殖センター

〃 こ ゆ き 森 田 　 誠 一
※壱等賞・弐等賞は、序列はつけてありません

令和７年１１月期ＪＡ主催子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 ゆ い ６ ９ ４ 横 山 大 樹

壱等賞１席 さ お り 日 高 将 也

壱等賞２席 第２８みりむ 井川原　隆　雅

壱等賞 め の 盛 田 美 次

壱等賞 る み 中 原 安 尋

壱等賞 きりしま５４４ Ｊ Ａ 和 牛
繁殖センター

壱等賞 こ ゆ き 森 田　 誠 一
※壱等賞の 2 席以降は、序列はつけてありません

◎
畜
産
関
係
◎
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さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉

冬は寒さが原因で子牛の発育不良が起きやすい時期です。早めの対策のため、今のうちから確認しておきましょう！

　適温域は哺乳子牛で 13 ～ 25℃、繁殖母牛で 10 ～ 15℃と言われています。子牛は成牛に比べて体重当た
りの表面積が大きく、外気に熱を奪われやすいです。その上、体脂肪が少なく、第一胃の発達が未熟であり、
体内での発熱量が少ないので、寒さに弱いのです。

　寒冷ストレスは気温と湿度が強く影響します ( 温湿度数 :THI)。
特に子牛では、冬季に THI が 60 を下回ると、疾病発生件数が
増加する傾向があり、生後３か月の間に THI が 50 以下の環境が
続くと、1日増体量が低下す傾向があります。

　寒い時期に子牛が生まれた際には、子牛が乾くまでの時間が長く
なればなるほど、体温の下がり方も大きくなります。生まれた子牛
は親が舐めることによって乾きます。親の鼻を子牛に近づけたりし
ても舐めないときはお湯で洗って拭きましょう。
　難産の子牛は正常に生まれた子牛と比べて、体温を上げる能力が
36%低下していたという報告もありますので、特に注意が必要です。
　初乳には、免疫だけで無く体温を上げる効果もあるので、しっか
り飲ませましょう。

①カーフジャケットの着用、暖房器具の利用
②ビニールシート、カーテンで牛舎を囲い、隙間風を塞ぐ
③呼吸器疾病発生リスク低減のため、換気を行う（急激な温度変化に注意する）
④子牛の体を糞尿等でぬらさない
⑤保温効果を上げるために、敷料投入量を増やす
（床面にゴムマット、ふろ用マットを敷くのもおすすめ）
⑥人工哺育であれば、ミルクの量を増やす（気温０～ 5℃のとき、通常時給与の 1.4 倍程度が目安）
　※エネルギーは、体温の維持・免疫・ストレス対抗に使われ、残りが成長に使われます。
⑦水の代わりにぬるま湯を給与する



（14）令和７年12月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

・
追
肥

　

収
穫
量
に
応
じ
て
行
う
が
、
目
安
と

し
て
１
ヶ
月
に
窒
素
成
分
で
１
～
２
㎏

に
す
る
。

・
灌
水
管
理

　

着
色
の
色
む
ら
対
策
と
し
て
、
少

量
・
多
回
数
に
す
る
。

・
温
度
管
理

　

夜
間
の
加
温
最
低
温
度
は
、
12
月
中

旬
ま
で
は
７
～
８
℃
、
12
月
中
旬
以
降

は
７
～
10
℃
。

　
　

朝　

方　

10
～
15
℃

　
　

午
前
中　

25
～
28
℃

　
　

午　

後　

20
～
25
℃

　
　

夕　

方　

15
～
18
℃

に
し
て
く
だ
さ
い
（
な
お
、
高
設
栽
培

は
高
い
方
で
管
理
す
る
）
。

・
電
照
管
理

　

12
月
は
、
生
育
を
見
て
最
高
３
時
間

点
灯
す
る
。

・
親
株
管
理

　

10
ａ
あ
た
り
３
０
０
株
を
植
え
、
２

月
末
か
ら
３
月
上
旬
に
プ
ラ
ン
タ
ー
ま

た
は
大
型
ポ
ッ
ト
へ
移
植
す
る
。

・
摘
葉

　

低
温
で
根
の
動
き
が
悪
く
な
る
た
め
、

摘
葉
は
古
葉
を
取
る
程
度
に
す
る
。

・
受
粉
の
確
認

　

冬
場
の
花
粉
発
芽
能
力
は
約
４
日
間

で
あ
る
の
で
、
日
々
ミ
ツ
バ
チ
が
活
動

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

水
管
理

　

果
実
肥
大
を
促
す
た
め
、
12
月
上
旬
ま

で
た
っ
ぷ
り
灌
水
（
常
に
土
が
湿
っ
た
状

態
）
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

土
壌
の
乾
燥
防
止
、
細
根
の
発
生
促
進

を
目
的
に
、
敷
き
ワ
ラ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

秋
冬
期
加
温

　

着
花
が
遅
れ
た
園
地
（
７
月
20
日
以
降

の
着
花
）
に
つ
い
て
は
、
秋
冬
期
に
加
温

す
る
こ
と
で
、
肥
大
・
減
酸
促
進
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。

　

実
施
温
度　

昼
温
28
℃

　

夜
温
18
℃

　

実
施
時
期　

12
月
中
旬
ま
で

＊
着
色
が
始
ま
っ
て
も
、
12
月
中
旬
ま
で

は
加
温
を
継
続
し
ま
し
ょ
う
。

☆
菊

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

神
馬
２
号
の
温
度
管
理
に
つ
い
て

１
．
定
植
か
ら
開
花
ま
で
実
温
14
℃
で
管

理
し
ま
す
。

　
　

消
灯
日
か
ら
収
穫
始
め
ま
で
の
日
数

は
再
電
照
を
除
い
て
45
～
47
日
程
度
。 

２
．
花
芽
分
化
温
度
は
18
℃
で
行
う
と
品

質
が
向
上
し
ま
す
。

３
．
低
温
管
理
で
も
開
花
遅
延
し
に
く
い

で
す
が
、
生
育
期
に
10
℃
以
下
の
低
温

に
あ
う
と
開
花
遅
延
す
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

再
電
照
に
つ
い
て

１
．
神
馬
２
号
は
従
来
の
神
馬
よ
り
花
芽

分
化
速
度
が
１
～
２
日
程
度
早
く
な
り

ま
す
の
で
、
花
芽
検
鏡
を
行
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

２
．
１
月
～
２
月
ま
で
の
作
型
で
は
再
電

を
行
い
ま
す
。

　
　

４
日
点
灯
―
４
日
消
灯
―
３
日
点
灯

＊
燃
油
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
、
ハ
ウ
ス
ビ

ニ
ー
ル
の
隙
間
が
な
い
か
点
検
を
行
い
、

古
ビ
ニ
ー
ル
等
を
張
っ
て
保
温
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
的
場
未
紗
）

　

12
月
よ
り
徐
々
に
窒
素
・
リ
ン
酸
・
カ

リ
の
養
分
吸
収
量
が
上
が
っ
て
き
ま
す
の

で
、
追
肥
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
（
厳
寒
期

は
Ｏ
Ｋ
Ｆ
－
１
と
い
っ
た
硝
酸
系
液
肥
中

心
）

　

で
き
る
だ
け
涼
し
く
し
て
管
理
を
し
ま

す
が
、
気
温
を
下
げ
す
ぎ
る
と
光
合
成
能

力
の
低
下
や
地
温
の
低
下
に
よ
り
、
根
の

活
力
が
下
が
り
生
育
が
停
滞
し
ま
す
。
ま

た
20
℃
以
上
の
高
温
で
も
生
育
が
停
滞
す

る
た
め
、
目
安
と
し
て
昼
温
は
15
～
20
℃

で
管
理
し
、
夜
温
最
低
は
５
℃
以
上
を
保

つ
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
玉
ね
ぎ

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

た
ま
ね
ぎ
苗
の
植
え
付
け
後
に
、
土
壌

が
乾
燥
す
る
と
活
着
が
悪
く
な
り
、
初
期

生
育
が
遅
れ
ま
す
。
晴
天
日
が
続
く
よ
う

で
あ
れ
ば
定
期
的
な
灌
水
作
業
を
行
っ
て

下
さ
い
。

　

強
風
に
よ
り
マ
ル
チ
が
は
が
れ
る
事
が

あ
り
ま
す
。
欠
株
が
増
え
な
い
よ
う
に
定

期
的
な
培
土
等
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
降
雨
後
の
べ
と
病
の
発
生
に
注
意

し
て
殺
菌
剤
の
散
布
を
行
い
な
が
ら
管
理

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

☆
カ
ボ
チ
ャ

（
担
当
：
岩
元
将
彦
）

　

出
荷
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
保
管
倉

庫
内
で
の
害
虫
や
ネ
ズ
ミ
に
よ
る
食
害
発

生
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

選
別
に
は
出
荷
規
格
を
よ
く
確
認
し
、

出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
真
吾
）

　

栽
培
が
終
了
し
て
い
る
方
で
、
ハ
ウ
ス

内
の
片
付
け
が
未
完
了
の
方
は
早
目
に
取

り
掛
か
る
よ
う
に
し
、
土
壌
消
毒
の
準
備

を
整
え
ま
し
ょ
う
。
圃
場
に
残
っ
た
残
渣

や
罹
病
葉
は
次
作
の
病
害
虫
発
生
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
の
外
へ
全
て

持
ち
出
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
収

穫
中
の
方
は
、
樹
勢
や
着
果
の
状
態
を
見

極
め
て
、
次
作
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
計

画
立
て
て
残
り
の
期
間
の
作
業
と
準
備
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
特
に
青
枯
病
の
発
生
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
発
生
圃
場
に
つ
い
て

は
、
で
き
れ
ば
土
壌
消
毒
と
接
木
苗
導
入

の
両
方
の
実
施
が
望
ま
し
い
で
す
が
、
少

な
く
と
も
ど
ち
ら
か
の
対
策
は
行
っ
た
上

で
、
し
っ
か
り
と
土
づ
く
り
を
行
い
次
作

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
岩
元
将
彦
）

　

降
雨
後
の
斑
点
細
菌
病
や
炭
疽
病
の
発

生
を
抑
え
る
た
め
に
定
期
的
な
殺
菌
剤
の

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

草
丈
が
５
～
10
㎝
程
度
に
な
れ
ば
、
雑

草
が
生
え
な
い
よ
う
に
中
耕
作
業
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。
中
耕
に
よ
っ
て
降
雨
等
で

固
く
な
っ
た
地
表
面
を
崩
し
、
気
相
が
増

え
て
細
根
も
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

収
穫
が
始
ま
っ
た
ら
異
物
混
入
や
病
害

葉
の
混
入
が
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
行
い

ま
し
ょ
う
。

☆
人
参

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

収
穫
期
を
迎
え
ま
す
。
収
穫
が
遅
れ
て

し
ま
う
と
、
し
み
腐
れ
や
割
れ
な
ど
の
地

下
部
の
病
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す

の
で
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
の
際
は
青
首
の
切
り
落
と
し
、
除

去
し
た
茎
葉
の
混
入
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

☆
加
工
大
根

（
担
当
：
的
場
未
紗
）

　

収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
出
荷
に
つ

い
て
は
年
内
出
荷
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出

荷
規
格
に
適
正
な
収
穫
と
遅
れ
が
な
い
よ

う
に
計
画
的
な
作
業
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
出
荷
時
の
異
物
混
入
に
は
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

収
穫
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
品
の
出
荷
規
格
は
、
全
長
58
㎝
、
軟

白
部
が
30
㎝
以
上
で
、
葉
身
径
が
１
㎝
か

ら
2.5
㎝
以
上
（
Ｓ
～
２
Ｌ
）
に
な
り
ま
す
。

根
切
り
に
つ
い
て
は
、
盤
茎
（
根
本
部

分
）
を
深
く
切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
５
㎜

程
度
は
根
を
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
縮
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

土
壌
乾
燥
や
晴
天
が
続
く
と
成
長
が
早

く
な
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
症
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
新
葉
の
葉
先
枯
れ
の

症
状
が
見
ら
れ
る
前
に
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏

症
対
策
の
カ
ル
タ
ス
１
０
０
０
倍
の
葉
面

散
布
を
１
週
間
間
隔
で
使
用
し
、
葉
先
枯

れ
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ベ
ト
病
の
発

生
に
注
意
し
て
圃
場
管
理
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

☆
ミ
ニ
ト
マ
ト

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

栽
培
が
終
了
し
て
い
る
方
で
、
ハ
ウ
ス

内
の
片
付
け
が
未
完
了
の
方
は
早
目
に
取

り
掛
か
る
よ
う
に
し
、
土
壌
消
毒
の
準
備

を
整
え
ま
し
ょ
う
。
圃
場
に
残
っ
た
残
渣

や
罹
病
株
は
次
作
の
病
害
虫
発
生
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
、
ハ
ウ
ス
の
外
へ
全
て

持
ち
出
し
て
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
ま
だ
収

穫
中
の
方
は
、
樹
勢
や
着
果
の
状
態
を
見

極
め
て
、
次
作
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
計

画
立
て
て
残
り
の
期
間
の
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
は
黄
化
葉
巻
病
等
の
ウ
イ

ル
ス
性
の
病
害
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

発
生
圃
場
に
つ
い
て
は
、
媒
介
害
虫
で
あ

る
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
対
策
と
し
て
、
栽
培
終
了

後
の
ハ
ウ
ス
蒸
し
込
み
処
理
、
ハ
ウ
ス
内

外
の
除
草
、
防
虫
ネ
ッ
ト
の
設
置
・
補
修

等
を
し
っ
か
り
と
行
い
、
次
作
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
ご
ぼ
う

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

冬
春
播
き
に
つ
い
て
は
、
播
種
作
業
の

開
始
期
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
播
種

が
早
く
越
冬
前
に
根
径
が
５
㎜
以
上
に
な

る
と
強
制
休
眠
に
入
り
、
厳
寒
期
に
地
上

部
の
茎
葉
が
枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
特

に
今
年
の
冬
は
寒
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
播
種
期
は
予
報
を
見

な
が
ら
併
せ
て
不
織
布
被
覆
作
業
も
行
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

 

ま
た
、
播
種
後
は
全
面
土
壌
散
布
処
理

の
除
草
剤
を
用
い
て
雑
草
対
策
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

収
穫
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
収

穫
前
の
生
理
障
害
の
発
生
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
収
穫
が
遅
れ
る
と
裂
球
、
低
温

が
続
け
ば
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
等
の
変
色
が

多
く
な
り
ま
す
の
で
、
適
期
に
収
穫
し
き

る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

 　

今
年
の
秋
冬
作
は
、
黒
腐
病
や
黒
斑

細
菌
病
な
ど
の
病
害
が
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
次
作
に
持
ち
越
さ
な
い
よ
う
収

穫
終
了
後
は
速
や
か
に
耕
う
ん
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
特
に
根
こ
ぶ
病
に
つ
い
て
は
、

ア
ブ
ラ
ナ
科
の
連
作
に
な
ら
な
い
よ
う
圃

場
選
定
を
行
っ
た
上
で
、
土
壌
消
毒
の
実

施
、
ホ
ウ
レ
ン
草
や
お
と
り
大
根
、
エ
ン

麦
な
ど
の
お
と
り
作
物
の
作
付
け
を
検
討

し
て
抑
制
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
春
夏
作
で
自
家
育
苗
を
さ
れ
る

方
に
つ
い
て
は
、
育
苗
期
の
病
気
の
発
生

を
抑
え
る
た
め
に
、
育
苗
資
材
及
び
育
苗

施
設
の
消
毒
を
行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
西
ノ
村
智
樹
）

　

令
和
８
年
度
の
ゴ
ー
ヤ
ー
作
付
け
を
希

望
さ
れ
る
方
は
農
産
販
売
課
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
３
月
中
旬
頃
か
ら
、

露
地
栽
培
で
は
４
月
下
旬
頃
か
ら
の
定
植

に
な
り
ま
す
の
で
、
計
画
立
て
て
圃
場
準

備
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【ごぼうの雑草対策】
農薬名 対象雑草 使用量 使用時期 使用

回数 使用方法

アグロマッ
クス水和剤

一年生雑草
（キク科、カヤ
ツリグサ科を除
く）

200 ～
　 300g・
100ℓ /10a

播種後発芽前
雑草発生前 1回 全面

土壌散布

トレファノ
サイド乳剤

一年生雑草
（ツユクサ科、カ
ヤツリグサ科、キ
ク科、アブラナ科
を除く）

200 ～
300㎖・

100ℓ /10a
播種直後 1回 全面

土壌散布

ナブ乳剤
一年生雑草
（スズメノカタ
ビラを除く）

150 ～
200㎖・

100 ～ 150ℓ
/10a

雑草生育期
イネ科雑草
3～5葉期た
だし収穫30
日前まで

1回
雑草茎葉散
布または全

面散布

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い

合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き 

え
び
の
市
地
区

本
部
農
産
販
売
課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

作
付
希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
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☆
水
稲

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

○
土
壌
診
断
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

今
年
の
生
育
結
果
と
反
省
点
を
見
直

し
て
、
来
年
に
向
け
て
の
土
作
り
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
土
作
り
の
た
め
に
行
う

土
壌
診
断
は
、
自
分
の
田
ん
ぼ
を
知
る

一
番
の
近
道
で
も
あ
り
ま
す
。

　

申
込
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

が
、
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
診
断
結
果

が
出
る
ま
で
に
一
か
月
ほ
ど
日
数
を
要

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早
目
の
お

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
そ
ば

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

そ
ば
は
出
荷
さ
れ
た
後
、
農
産
物
検

査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
新
袋
で
23
㎏

（
袋
込
み
）
に
調
整
し
た
も
の
を
出
荷
し

て
く
だ
さ
い
。（
新
袋
は
各
グ
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
）

　

ま
た
、
端
数
に
つ
い
て
も
１
㎏
単
位

で
受
け
入
れ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

出
荷
の
際
は
、
天
日
か
乾
燥
機
を
用

い
て
、
水
分
を
14
～
15
％
以
内
に
調
整

し
ま
し
ょ
う
。

　

農
作
物
検
査
時
に
選
別
状
況
が
悪
い

と
、
等
級
が
規
格
外
に
な
る
場
合
や
、

取
引
先
か
ら
返
品
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ふ
る
い
な
ど
を
利
用
し
て
、
そ

ば
以
外
の
も
の
が
混
入
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

水
分
の
計
測
は
精
米
工
場
で
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
農
産
関
係
◎

農
情
報

営土
壌
診
断
の
申
込
先

Ｊ
Ａ
え
み
や
ざ
き 

え
び
の
市
地
区
本
部

農
産
販
売
課
（
３
３-

５
７
５
６
）

◎
１
点
（
１
袋
）
あ
た
り
１
６
５
０
円

の
診
断
料
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

受
入
に
つ
い
て

受
入
期
間

　
　
12
月
22
日
（
月
）
ま
で

　
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

受
入
場
所

　
精
米
工
場

受
入
時
間

  

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

＜提出先およびお問い合わせ先＞
　必要事項を記入したらＪＡへ

農　　産　　販　　売　　課　　℡33－5756
グリーンセンター飯　野　　℡33－2212
グリーンセンター加久藤　　℡35－0451
グリーンセンター真　幸　　℡37－0023

土壌診断をしましょう

1．土を採る場所
田んぼの 4 角付近と真中の計５カ所
より、それぞれコップ 1 杯分の土を
採取

2．土を採る深さ
深さ 10cm ぐらいの所の土を採る。
この時、表面の土が混ざらないよう
に注意する。

3．提出の手順
採取した土を指定の袋に入れ地区・
氏名・水田の字・地番を明記しＪＡ
へ提出

※　診断申込書は必ずご記入ください。
　　提出後１か月程度で診断結果がでます。

※　１点当り、１，６５０円の診断料が必要です。

表 裏
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

◎担い手支援関係◎営農情報事業主のみなさまへ

労働保険の成立手続はおすみですか
◆労働保険とはこのような制度です
　労働保険とは、労働者災害補償保険（一般に「労災保険」といわれます。）と雇用保険を総
称した言葉であり、保険給付は両保険制度で別個に行われますが、保険料の徴収等について
は、原則的に、一体のものとして取り扱われます。

　労災保険は、労働者が業務上または通勤途中で負傷したり、病気に見舞われたり、あるいは
不幸にも死亡された場合に、被災労働者や遺族を保護するため必要な保険給付を行うもので
す。また、労働者の社会復帰の促進など、労働者の福祉の増進を図るための事業も行っていま
す。
　雇用保険は、労働者が失業した場合、失業給付を支給して生活の安定を図るとともに、再就
職を促進するため必要な給付を行うものです。また、失業の予防、雇用機会の拡大、雇用構造
の改善、労働者の能力の開発・向上、高齢者や育児・介護をする労働者の雇用継続の支援など
の事業も行っています。

◆労働保険は、強制保険です
　労働保険は政府が管理、運営している強制的な保険であり、農林水産の事業の一部を除き、
労働者を１人でも雇っていれば、原則として適用事業となりますので、事業主は労働保険に加
入しなければなりません。パートタイム労働者についても、一定の要件を満たせば雇用保険の
被保険者となります。
　現在、労働保険の未手続事業に対しては「労働保険未手続事業一掃対策」を実施しており、
行政からの再三にわたる加入手続指導によっても加入手続を取らない事業主に対しては、職権
による加入手続も視野に入れて取り組んでいます。

◆労働保険の加入手続は
　加入手続は、最寄りの労働基準監督署、またはハローワーク（公共職業安定所）でお願いし
ます。
　加入手続等の事務処理が煩わしいとお考えの事業主の方は、厚生労働大臣の認可を受けた中
小事業主等の団体である労働保険事務組合や社会保険労務士に事務処理を委託する制度もあり
ますので、ご活用ください。

詳しくは、都城労働基準監督署またはハローワーク（公共職業安定所）
　　　　　または、宮崎労働局労働保険徴収室  ℡ 0985-38-8822　まで

※農業労災保険のご加入については、下記までお願いいたします※
労働保険事務組合宮崎県農業協同組合（ＪＡ担い手支援課TEL33-5758）
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お申し込み・お問い合わせ先

（株）ジェイエイえびの市葬祭　☎35－0727（代）
プリエール加久藤会館・プリエール飯野会館

プリエール「あんしんの会」会員募集中
⑴　会員の条件　　加入金を納付された方
⑵　加入金は　　　①　JA みやざき えびの市地区本部の組合員の方は 2,000 円といたします。
　　　　　　　　　②　一般利用者は 3,000 円とし、加入金のうち 1,000 円は JA みやざき えびの市
　　　　　　　　　　地区本部への出資金といたします。
　　　　　　　　　③　会員自身の葬儀の場合は、加入金の 2,000 円を葬儀費用に充てるものとし、
　　　　　　　　　　会員資格を喪失いたします。
⑶　プリエール会員の特典

　祭壇価格（税抜）の１０％をＪＡえびの市葬祭の決算期にお返しいたします。
　葬儀の申込みがあり葬儀が重なった際に日延べの相談をさせていただきますが、調整ができずに止む
無く他の葬儀場で葬儀をされた会員に対しても、同様に祭壇価格平均（税抜）の１０％をお返しする対
応とさせていただきます。

⑷　利用者特典の範囲は
　特典を受けられる親族の範囲は、両親、配偶者、子供とします。

※お葬式の不安・疑問に、専門のスタッフがお答えし、解決いたします。
※家族葬のご相談も承ります。

葬 儀 相 談 会 開 催 中 両 親 配偶者会員本人

子 供

相 談 会 開 催 中相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

えびの駅

相 談 会 開 催 中
（お葬式の疑問にお答えいたします）

お葬式に不安（万一の時には？いくらぐらいかかるの？）、
その疑問、専門のスタッフが解消いたします。
突然のことだからこそ、
信頼ある業者を見つけておくことも大事なことです。
この機会に、ぜひ JA 葬祭へご相談下さい。

飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！飯野会館・ご自宅でご相談を希望の方はお電話下さい！
※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。※お電話にて予約いただければ、お客様をお待たせすることはありません。

㈱ジェイエイえびの市葬祭㈱ジェイエイえびの市葬祭
TEL 0984-35-0727TEL 0984-35-0727 ㈹㈹
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく
★ご応募に際して取得した個人情報はこのたびの賞品プレゼントの抽選・発送以外には一切使用しません。

★
ヨ
コ
の
カ
ギ

1　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
乗
る
ソ

リ
を
引
き
ま
す

2　

練
り
物
や
大
根
な
ど
を
煮
込

み
ま
す

3　

ご
は
ん
の
こ
と
。
握
り
―
―

5　

和
服
の
袖
の
下
、
袋
状
の
部

分

6　

―
―
を
憎
ん
で
人
を
憎
ま
ず

8　

南
米
の
北
端
に
あ
る
国
。
首

都
は
ボ
ゴ
タ

12　

漢
字
で
は
独
活
と
書
く
山
菜

13　

木
を
切
り
倒
す
と
き
に
使
い

ま
す

14　

dB
と
表
記
さ
れ
る
、
音
な
ど

の
強
さ
を
示
す
単
位

15　

暮
れ
の
あ
い
さ
つ
と
し
て
贈

り
ま
す

16　

人
間
は
二
足
―
―
を
す
る
生

き
物
で
す

17　

疲
れ
た
と
き
に
は
出
し
て
、

お
い
し
い
と
き
に
は
落
ち

る
も
の

19　

泣
き
顔
に
な
る
こ
と
。
―
―

を
か
く

★
タ
テ
の
カ
ギ

1　

夜
目
―
―
笠
の
内

4　

足
を
中
に
入
れ
て
暖
を
取

り
ま
す

7　

サ
ッ
カ
ー
日
本
女
子
代
表
の

愛
称
に
使
わ
れ
て
い
る
花

9　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
に
使

わ
れ
る
木

10　

日
本
酒
を
温
め
る
こ
と

11　

じ
ょ
う
ご
と
も
呼
ば
れ
る

道
具

13　

忘
年
会
で
乾
杯
の
―
―
を

取
っ
た

15　

高
い
と
こ
ろ
に
載
せ
た
も

の
を
取
る
と
き
の
体
勢

16　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の

て
っ
ぺ
ん
に
も
飾
り
ま
す

17　

青
い
染
め
物
に
使
わ
れ
る

植
物

18　

物
ご
と
の
順
序
な
ど
が
さ
か

さ
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と

20　

さ
さ
が
き
に
す
る
こ
と
も

多
い
根
菜

21　

韓
国
の
首
都

11
月
号
の
当
選
者

　

11
月
号
の
答
え
は「
ブ
ン
カ
サ

イ
」で
し
た
。正
解
者
総
19
人
の

中
か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
）

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
大
平
落
　
雅
　
明（
飯
　
野
）

▽
西
　
元
　
敬
　
子（
飯
　
野
）

▽
角
　
井
　
幸
　
治（
飯
　
野
）

▽
福
　
田
　
フ
ミ
子（
真
　
幸
）

▽
髙
　
橋
　
光
　
輝（
埼
玉
県
）

▽
解
き
方

　

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要

領
で
全
部
解
い
て
下
さ
い
。

　

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の

文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が

答
え
で
す
。

▽
応
募
方
法

　

官
製
ハ
ガ
キ
に
答
え
を
記
入

し
、
あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
職
業
を
書
い
て
応
募
し

て
下
さ
い
。
一
人
に
つ
き
ハ
ガ

キ
１
枚
を
有
効
と
し
ま
す
。

▽
締　

切
12
月
20
日

（
当
日
消
印
有
効
）

▽
発　

表　

本
誌
1
月
号
紙
上

▽
あ
て
先

　

〒
８
８
９
─
４
３
１
１

　

え
び
の
市
大
明
司

　
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

　

え
び
の
市
地
区
本
部　

総
務
課

▽
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
に
手
作
り
つ
く
だ
煮
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

正
解
者
の
中
か
ら
５
名
様
に
賞
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・
パ
ズ
ル

エーコープ
「手作りつくだ煮」

グリーンセンター真幸店営業日のご案内

2 5年12月
日 月 火 水 木 金 土

　 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 　 　 　

26年１月
日 月 火 水 木 金 土

　 　 　 　 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

は営業日



（20）令和７年12月５日発行え　び　の

JA みやざき えびの市地区本部は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和７年12月５日発行 （20）

Ｊ
Ａ
広
報
え
び
の

〈
発
行
〉
〒
889-4311　

宮
崎
県
え
び
の
市
大
字
大
明
司
1061-1　

宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
　
え
び
の
市
地
区
本
部
　
　
　
　
〈
編
集
〉
総
務
課
　
　
令
和
７
年
12月

５
日
発
行

行　　事　　予　　定
　

10
月
29
日
、
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル

で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
す
べ
て
の
審

議
事
項
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
会
計
監
査
人
の
報
酬
等
に
つ
い
て

■
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
方
針
の
策
定

に
つ
い
て

■
不
祥
事
発
生
に
伴
う
再
発
防
止
策
の
見

直
し
に
つ
い
て

■
組
合
員
・
利
用
者
本
位
の
業
務
運
営
に

関
す
る
取
組
方
針
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
■
規
程
等
管
理
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

■
（
一
社
）
宮
崎
県
酪
農
公
社
に
か
か

る
清
算
負
担
金
覚
書
の
締
結
に
つ
い
て

（
利
益
相
反
取
引
）

■
利
益
相
反
取
引
に
つ
い
て

◉
報
告
事
項
◉

■
令
和
７
年
度
上
半
期
決
算
の
状
況
に
つ

い
て

■ 

広
域
本
部
体
制
へ
の
移
行
等
に
関
す

る
運
営
委
員
会
で
の
報
告
に
つ
い
て

■
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
申
請
状
況
お
よ

び
減
口
の
状
況
に
つ
い
て
（
令
和
７
年

９
月
ま
で
）

■
広
報
活
動
状
況
に
つ
い
て

■
農
政
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

■
業
務
効
率
化
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い

て
■
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
導
入
に
向
け
た
進
捗

に
つ
い
て

■
令
和
７
年
度
水
稲
肥
料
価
格
高
騰
対
策

に
つ
い
て

■
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
に
対
す
る
乾
椎
茸
風

評
被
害
損
害
賠
償
請
求
の
和
解
に
つ
い

て
■
利
益
相
反
取
引
承
認
後
の
四
半
期
運
報

告
に
つ
い
て

■
余
裕
金
月
次
運
用
方
針
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
に
か
か
る
リ
ス
ク
情
報
の

報
告
に
つ
い
て

■
２
０
２
４
年
度
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
取
り
ま
と
め
結
果
に
つ
い
て

■
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
不
祥
事
再
発
防
止
策
の

取
組
状
況
等
に
つ
い
て
（
８
月
分
）

理
事
会
報
告

令和７年１２月１０日～令和８年１月１３日

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

12

10 水 ふれあい日

13 土 子牛セリ市（～１５日）
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

16 火 道の駅えびの休業日

18 木 ＢＬ採血

19 金 成牛セリ市（妊娠牛）

20 土 県下一斉消毒の日

23 火
ＪＡ－ＳＳ感謝セール
ＪＡ－ＳＳクリスマスキャンペーン
オーツヘイ即売会

25 木 耳標装着（～２６日）

30 火

全部門通常どおり営業
給油所　　　　　　　　　8:30 ～ 17:00
グリーンセンター　　　　8:30 ～ 15:00
夢工房　　　　　　　　　8:30 ～ 15:00
野菜集荷場（イチゴ・きゅうりのみ）8:30 ～ 10:00

31 水

右
記
以
外
は
休
業

道の駅えびの　　　　9:00 ～ 15:00
足湯の駅えびの高原　9:00 ～ 15:00
ＡＴＭ　　　　　　　9:00 ～ 19:00

１

１ 木
元旦
ＡＴＭ　　　　　　　9:00 ～ 19:00
人工授精休日

２ 金
野菜集荷場 ( イチゴ・きゅうりのみ )

8:30 ～ 10:00
ＡＴＭ　　　　  　 　9:00 ～ 19:00

３ 土
道の駅えびの　　　　9:00 ～ 17:00
足湯の駅えびの高原　9:00 ～ 17:00
ＡＴＭ　　　　  　 　9:00 ～ 19:00

４ 日
道の駅えびの　　　　9:00 ～ 18:00
足湯の駅えびの高原　9:00 ～ 17:00
ＡＴＭ　　　　　　　9:00 ～ 19:00

５ 月 仕事始め　通常どおり営業
生産検査

６ 火 生産検査

７ 水 ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（３月セリ市分）

８ 木 生産検査

９ 金 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

12 月 成人の日
　ＪＡ休業日

13 火 ふれあい日
郡子牛品評会


